
 
記者発表資料                   平成 21年 11月 19日 

大阪経済記者クラブ会員各位 
 

「中小企業の資金調達に関する調査」の結果について 

 
 
 

 
 
＜概 要＞ 
○ 大阪商工会議所は、中小企業の資金調達に関する実態を把握し、要望建議など事業の

基礎データとするため、標記調査を 10 月下旬から 11 月上旬に実施した。調査対象は

大阪商工会議所会員の中小企業 3,000社で、回答数は 518社（有効回答率 17.3％）。 

○ 大阪商工会議所は、本アンケート結果などをもとに、「当面の経済運営に関する緊急要

望」をとりまとめ、政府、自治体、地元選出国会議員などに建議する。 

 

＜調査結果のポイント＞ 

 問１．年末に向けての資金繰りについて（資料１の１・２ページ） 

○ 越年資金の金融機関からの借り入れについて、およそ４社に１社（23.2％）が「現時

点で借り入れの必要があるにも関わらず、十分に借り入れられていない」状況にある。 

○ また、年末に向けて資金需要がある企業（173 社）のうち、４分の１以上（26.6％）

は「金融機関から資金調達する目途がついておらず、つく見込みもない」と回答した。 

○ 金融機関からの越年資金の調達目途がつかない企業（46社）に、対応方法を尋ねたと

ころ、「経費削減・雇用調整・事業縮小など支出を削減する」との回答が半数以上

（54.3％）を占めた。 

 

 問２．金融機関の貸出態度について（資料１の２ページ） 

○ 現時点で金融機関からの借り入れがある（または借り入れの必要がある）企業（354

社）に、半年前と比較した、現時点での金融機関の貸出態度について尋ねたところ、

３割以上（33.3％）が「厳しくなっている」と回答した。 
○ さらに、平成 22 年３月末時点での金融機関の貸出態度については、現時点より「厳

しくなる」と予想する企業が約半数（49.7％）を占めた。 
 

 問５．政府が提示した「返済猶予制度」について（資料１の３・４ページ） 

○ 政府が国会に法案を提出している「返済猶予制度」について、約２割（21.4％）が「利

用したいが、申請しないと思う（制度の対象外である場合を含む）」と回答した。 

○ その理由については、約７割（71.2％）が「新規融資・保証の条件・審査が厳しくな

るなど、金融機関や信用保証協会との関係悪化を懸念するため」と答えた。 

 
以 上 

 
＜添付資料＞ 資料１：「中小企業の資金調達に関する調査」結果概要 

       資料２：「中小企業の資金調達に関する調査」結果集計表 

【お問合先】 
大阪商工会議所 経済産業部（近藤・伊藤） 

Tel：０６－６９４４－６３０４ 
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平成21年11月19日 

 

 

「中小企業の資金調達に関する調査」結果概要 

 

 

 大阪商工会議所 

 

＜調査概要＞ 

○調査の目的：中小企業の資金調達に関する実態を把握し、要望建議など本会議所事

業の基礎データとするため 

○調査対象：大阪商工会議所会員の中小企業3,000社 

         製造業・その他   ：資本金３億円以下 

         卸売業        ：資本金１億円以下 

         小売業・サービス業  ：資本金５千万円以下 

○調査期間：平成21年10月28日～11月６日 

○調査方法：調査票の発送・回収ともにＦＡＸ 

○有効回答数：518社（有効回答率17.3％） 

     

   

＜調査結果のポイント＞ 

問１．年末に向けての資金繰りについて 

（１）越年資金の金融機関からの借り入れ状況について【表１－（１）】 

  ～十分な資金を確保できていない企業はおよそ４社に１社～ 

○ 越年資金の金融機関からの借り入れ状況について尋ねたところ（単数回答）、４割

台（45.2％）の企業が「現時点で十分な額の資金を借り入れている」としている。

一方、「現時点で資金を借り入れているが、十分な額でない」（15.6％）と「現時

点では、借り入れの必要があるにも関わらず借り入れができていない」（7.5％）を

合わせたおよそ４社に１社（23.2％）が、十分な資金を借り入れられていないと回

答した。さらに、「現時点で借り入れの必要はないが、年末までには借り入れる必

要がある」(10.2％)を加えた３割以上（33.4％）が年末に向けて資金需要があると

している。 

○ 企業規模別に見ると、資本金１千万円以下の企業では「現時点では、借り入れの必

要があるにも関わらず借り入れができていない」との回答割合が高い（15.8％）。 

  

（２）年末までに必要な資金の調達目途について【表１－（２）】 

  ～４分の１以上は金融機関から調達できる目途なし～  

○ 問１（１）で年末に向けて資金需要があると回答した企業（33.4％／173社）に対し、

必要な資金を金融機関から調達する目途がついているかどうか尋ねたところ（単数

回答）、４分の１以上（26.6％）が「目途はついておらず、つく見込みもない」と

回答した。 

○ 特に、資本金１千万円以下の企業については、約４割（39.3％）が「目途はついて

資 料 １ 
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おらず、つく見込みもない」と答えている。 

 

（３）越年資金の調達目途がついていない場合の対応について【表１－（３）】 

  ～半数以上は資金調達ではなく支出削減により対応～ 

○ 問１（２）で「金融機関から越年資金を借り入れる目途はついておらず、つく見込

みもない」と回答した企業（26.6％／46社）に対し、どのように対応する予定か尋

ねたところ（単数回答）、「経費削減・雇用調整・事業縮小など支出を削減する」

との回答が半数以上（54.3％）を占めた。「現在取引がある金融機関以外から借り

入れる」（26.1％）との回答も比較的多く見られた。 

 

 

問２．金融機関の貸出態度について 

（１）現時点の金融機関の貸出態度（半年前との比較）について【表２－（１）】 

  ～３割以上が「厳しくなっている」と回答～ 

○ 問１（１）で現在金融機関からの借り入れ（またはその必要）があると回答した企

業（「現時点で十分な額の資金を借り入れている」、「現時点で資金を借り入れて

いるが、十分な額ではない」、「現時点では、借り入れの必要があるにも関わらず

借り入れができていない」の合計354社）に対し、半年前と比較した、現時点での金

融機関の貸出態度について尋ねたところ（単数回答）、３割以上（33.3％）が「厳

しくなっている」と回答した（「大幅に厳しくなっている」11.6％と「少し厳しく

なっている」21.8％の合計）。他方、「好転している」との回答は１桁台（6.2％）

にとどまった（「少し好転している」4.2％と「大幅に好転している」2.0％の合計）。 

 

（２）平成22年３月末時点の金融機関の貸出態度（現時点との比較）について【表２－（２）】 

  ～貸出態度は「厳しくなる」が約半数～ 

○ 問１（１）で現在金融機関からの借り入れ（またはその必要）があると回答した企

業（「現時点で十分な額の資金を借り入れている」、「現時点で資金を借り入れて

いるが、十分な額ではない」、「現時点では、借り入れの必要があるにも関わらず

借り入れができていない」の合計354社）に対し、現時点と比較して、平成22年３月

末時点の金融機関の貸出態度について尋ねたところ（単数回答）、約半数（49.7％）

が厳しくなると予想した（「大幅に厳しくなる」20.3％と「少し厳しくなる」 

29.4％の合計）。特に、資本金１千万円以下の企業では、６割近く（57.3％）が厳

しくなるとしている（「大幅に厳しくなる」35.4％と「少し厳しくなる」21.9％の

合計）。 

○ また、問２（１）で現時点で金融機関の貸出態度は「厳しくなっている」と回答し

た企業（118社）のうち、約９割（91.5％）は平成22年３月末にかけてさらに厳しく

なると回答している（「大幅に厳しくなる」50.0％、「少し厳しくなる」41.5％）。 
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問３．最近３カ月における借り入れについて 

（１）借り入れ資金の使途について【表３－（１）】 

  ～ほとんどの企業は設備投資にまで手が回っていない～ 

○ 最近３カ月での借り入れ資金の使途については（複数回答）、半数（50.0％）が「運

転資金」と回答した。他方、「設備資金」との回答は１桁台（6.0％）。 

○ なお、借り入れを行った企業（279社）のうち「運転資金」との回答は９割強（92.8％）。 

 

（２）借り入れの主な理由について【表３－（２）】 

  ～景気悪化を理由とする借り入れが約半数～ 

○ 問３（１）で「運転資金」と回答した企業（259社）に対し、借り入れの主たる理由

が昨秋のリーマンショック以降の景気悪化によるものと考えるかどうかを尋ねたと

ころ（単数回答）、約半数（51.4％）が「はい」と回答し、「いいえ」（40.2％）

を上回った。 

 

 

問４．緊急保証制度の利用状況について【表４】 

  ～依然として１割以上が「利用を検討中」～ 

○ 国や地方自治体が実施している緊急保証制度の利用状況については（単数回答）、

「利用を申請し、保証が承諾されている」との回答が３割以上（32.2％）にのぼっ

た。 

○ 他方、「まだ申請していないが、利用を検討中である」との回答も１割以上（13.5％）

見られた。 
 
※「緊急保証制度」とは：国が指定する業種を営み、最近３カ月間の平均売上高が前年

同期比で３％以上減少している中小企業などが、信用保証協会の100％保証を受けること

ができる制度。 

 

 

問５．政府が提示した「返済猶予制度」について 

（１）「返済猶予制度」の利用について【表５－（１）】 

  ～約２割は「利用したいが、申請しないと思う」～ 

○ 政府が国会に法案（「中小企業金融円滑化法」）を提出している「返済猶予制度」

について（単数回答）、１割台（15.6％）の企業が「利用したいし、申請すると思

う」と回答する一方で、約２割（21.4％）は「利用したいが、申請しないと思う（制

度の対象外である場合を含む）」と答えた。他方、「特に利用する必要がない（借

り入れがない場合を含む）」は約６割（61.4％）であった。 

○ なお、問１（１）で年末に向けて資金需要があると回答した企業（173社）のうち４

割近く（37.6％）は「利用したいし、申請すると思う」と答えている。 

 

（２）「返済猶予制度」に申請しない理由について【表５－（２）】 

  ～金融機関などとの関係悪化を懸念する声が多数～ 

○ 問５（１）で「利用したいが、申請しないと思う」と回答した企業（111社）に対し、
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その理由を尋ねたところ（３項目以内複数回答）、約７割（71.2％）が「新規融資・

保証の条件・審査が厳しくなるなど、金融機関や信用保証協会との関係悪化を懸念

するため」と回答した。また、「制度活用のメリットが十分見えないため」（32.4％）

との回答も多く見られた。 

 

※「返済猶予制度」（「中小企業金融円滑化法」）とは：金融機関は、中小企業または

住宅ローンの借り手から申し込みがあった場合には、返済猶予など貸付条件の変更など

を行うよう努める制度。 

 

以 上 
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《 調 査 概 要 》

平成21年10月28日（水）～11月6日（金）

《 回答企業の属性 》

【資本金】 【業　種】 【製造業・非製造業】

《 調 査 結 果 》

表1．年末に向けての資金繰りについて

表1-（1） 越年資金の金融機関からの借り入れ状況について　（単数回答）

表1-（2） 年末までに必要な資金の調達目途について　（単数回答）
※問1-（1）が②、③、④の回答者対象

1億円超～3億円以下

○

○

○

○

：

：

：

3,000 社

有効回答数

(139)

57.7% (299)

1千万円以下

：

5千万円超～1億円以下

有効回答率

518 社

13.3% (69)

17.3 ％

26.8%

1千万円超～5千万円以下

2.1% (11) サービス業 20.1% (104)

67.8% (351)

32.2% (167)

卸売業 25.3% (131) 非製造業

32.2% (167)

その他 17.2% (89)

小売業 5.2% (27)

製造業製造業

100.0% (53) 100.0% (120)100.0% (10) 100.0% (39) 100.0% (27)100.0% (2) 100.0% (53) 100.0% (44)

(2)

合　計 100.0% (173) 100.0% (61) 100.0% (93) 100.0% (17)

(-) - (-) - (-) 1.7%(-) 4.5% (2) - (-) -(2) - (-) - (-) -

20.8% (11) 29.2% (35)

無回答 1.2% (2) - (-) 2.2%

30.0% (3) 30.8% (12) 44.4% (12)- (-) 20.8% (11) 18.2% (8)

(54)

③ 目途はついておらず、つく見込みもない 26.6% (46) 39.3% (24) 22.6% (21) 5.9% (1)

(17) 40.7% (11) 49.1% (26) 45.0%(26) 45.5% (20) 60.0% (6) 43.6%(45) 35.3% (6) 50.0% (1) 49.1%

30.2% (16) 24.2% (29)

② 目途はまだついていないが、つく見込みである 46.2% (80) 45.9% (28) 48.4%

10.0% (1) 25.6% (10) 14.8% (4)50.0% (1) 30.2% (16) 31.8% (14)

非製造業

① 目途はついている 26.0% (45) 14.8% (9) 26.9% (25) 58.8% (10)

製造業 卸売業 小売業 サービス業 その他 製造業全体 1千万円以下
1千万円超

5千万円以下
5千万円超
1億円以下

1億円超
3億円以下

(33)

25.1% (88)

- (-)

100.0% (351)100.0% (167)

非製造業

40.7% (143)

17.1% (60)

7.7% (27)

9.4%12.0% (20)

13.8% (23)

- (-)

製造業

54.5% (91)

12.6% (21)

7.2% (12)

(6)

34.8% (31)

- (-)

100.0% (89)100.0% (104)

その他

34.8% (31)

18.0% (16)

5.6% (5)

6.7%11.5% (12)

30.8% (32)

- (-)

サービス業

31.7% (33)

16.3% (17)

9.6% (10)

(2)

11.1% (3)

- (-)

100.0% (27)100.0% (131)

小売業

51.9% (14)

14.8% (4)

14.8% (4)

7.4%9.9% (13)

16.8% (22)

- (-)

卸売業

49.6% (65)

17.6% (23)

6.1% (8)

(20)

13.8% (23)

- (-)

100.0% (167)100.0% (11)

製造業

54.5% (91)

12.6% (21)

7.2% (12)

12.0%9.1% (1)

36.4% (4)

- (-)

1億円超
3億円以下

45.5% (5)

9.1% (1)

- (-)

(7)

27.5% (19)

- (-)

100.0% (69)100.0% (299)

5千万円超
1億円以下

47.8% (33)

13.0% (9)

1.4% (1)

10.1%9.7% (29)

20.4% (61)

- (-)(-)

100.0% (139)

1千万円超
5千万円以下

48.5% (145)

16.1% (48)

5.4% (16)

45.2%

15.6%

7.5%

全体

① 現時点で十分な額の資金を借り入れている

② 現時点で資金を借り入れているが、十分な額ではない

③ 現時点では、借り入れの必要があるにも関わらず
　　借り入れができていない

(234)

(81)

100.0%

④ 現時点で借り入れの必要はないが、年末までには
　　借り入れる必要がある

⑤ 現時点で借り入れはなく、当面借り入れる必要もない

無回答

合　計

-

(53)

(111)

(-)

10.2%

-

(518)

1千万円以下

36.7% (51)

16.5% (23)

15.8%(39) (22)

11.5% (16)

19.4% (27)

平成21年11月

「中小企業の資金調達に関する調査」　結果集計表

大阪商工会議所

調 査 時 期

送 付 件 数

21.4%

資料２
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表1-（3） 越年資金の調達目途がついていない場合の対応について　（単数回答）
※問1-（2）が③の回答者対象

表2．金融機関の貸出態度について
※問1-（1）が①、②、③の回答者対象

表2-（1） 現時点の金融機関の貸出態度（半年前との比較）について　（単数回答）

表2-（2） 平成22年3月末時点の金融機関の貸出態度（現時点との比較）について　（単数回答）

100.0% (230)(96) 100.0% (22) 100.0% (60) (124)(43) 100.0% (6) 100.0% (124) 100.0%

1.7% (1) (2) 1.7% (4)

合　計 100.0% (354) 100.0% (96)

無回答 1.7% (6) 1.0% - (-)2.1% (2)(1) 1.4% (3) 4.7% (2)

100.0% (209) 100.0%

- (-) 1.6% (2) 1.9% (1) 1.6%

100.0% (52) 100.0%

- (-) (1) 0.4% (1)1.7% (1) - (-) 0.8%- (-) 0.8% (1) - (-)

(4)

⑤ 大幅に好転する 0.6% (2) - (-) 0.5% (1) 2.3% (1)

(2) - (-) 4.8% (6) 1.7%(6) 1.0% (1) 4.5% (1) 3.3%(5) - (-) - (-) 4.8%

41.1% (51) 47.4% (109)

④ 少し好転する 2.8% (10) 5.2% (5) 2.4%

50.0% (11) 38.3% (23) 51.9% (27)50.0% (3) 41.1% (51) 50.0% (48)

(64)

③ ほぼ変化なし 45.2% (160) 36.5% (35) 48.8% (102) 46.5% (20)

(23) 13.5% (7) 32.3% (40) 27.8%(40) 29.2% (28) 27.3% (6) 38.3%(67) 30.2% (13) 50.0% (3) 32.3%

19.4% (24) 20.9% (48)

② 少し厳しくなる 29.4% (104) 21.9% (21) 32.1%

18.2% (4) 16.7% (10) 32.7% (17)- (-) 19.4% (24) 17.7% (17)

非製造業

① 大幅に厳しくなる 20.3% (72) 35.4% (34) 14.8% (31) 16.3% (7)

製造業 卸売業 小売業 サービス業 その他 製造業

1.6% (2) 4.3% (10)

全体 1千万円以下
1千万円超

5千万円以下
5千万円超
1億円以下

1億円超
3億円以下

4.5% (1) 8.3% (5) 1.9% (1)- (-) 1.6% (2) 3.1% (3)

(4)

⑥ 半年前には借り入れ希望がなかった 3.4% (12) 5.2% (5) 2.9% (6) 2.3% (1)

(1) 1.9% (1) 2.4% (3) 1.7%(3) 2.1% (2) - (-) 1.7%(5) 4.7% (2) - (-) 2.4%

100.0% (124) 100.0% (230)

⑤ 大幅に好転している 2.0% (7) - (-) 2.4%

100.0% (22) 100.0% (60) 100.0% (52)100.0% (6) 100.0% (124) 100.0% (96)

(3)

合　計 100.0% (354) 100.0% (96) 100.0% (209) 100.0% (43)

(1) 1.9% (1) 1.6% (2) 1.3%(2) 1.0% (1) - (-) 1.7%(2) 2.3% (1) - (-) 1.6%

2.4% (3) 5.2% (12)

無回答 1.4% (5) 2.1% (2) 1.0%

13.6% (3) 6.7% (4) 1.9% (1)- (-) 2.4% (3) 4.2% (4)

(129)

④ 少し好転している 4.2% (15) 1.0% (1) 5.7% (12) 4.7% (2)

(31) 63.5% (33) 54.8% (68) 56.1%(68) 57.3% (55) 45.5% (10) 51.7%(122) 60.5% (26) 66.7% (4) 54.8%

26.6% (33) 19.1% (44)

③ ほぼ変化なし 55.6% (197) 46.9% (45) 58.4%

13.6% (3) 23.3% (14) 13.5% (7)33.3% (2) 26.6% (33) 20.8% (20)

(28)

② 少し厳しくなっている 21.8% (77) 26.0% (25) 19.1% (40) 23.3% (10)

(4) 15.4% (8) 10.5% (13) 12.2%(13) 11.5% (11) 22.7% (5) 6.7%(22) 2.3% (1) - (-) 10.5%

サービス業 その他 製造業 非製造業

① 大幅に厳しくなっている 11.6% (41) 18.8% (18) 10.5%

(5)

全体 1千万円以下
1千万円超

5千万円以下
5千万円超
1億円以下

1億円超
3億円以下

製造業 卸売業 小売業

(1) 8.3% (1) 9.1% (1) 14.3%(1) 37.5% (3) - (-) 8.3%(3) 100.0% (1) - (-) 9.1%

100.0% (11) 100.0% (35)

④ その他 13.0% (6) 8.3% (2) 14.3%

100.0% (3) 100.0% (12) 100.0% (12)- (-) 100.0% (11) 100.0% (8)

(2)

合　計 100.0% (46) 100.0% (24) 100.0% (21) 100.0% (1)

(2) - (-) 9.1% (1) 5.7%(1) - (-) - (-) 16.7%(2) - (-) - (-) 9.1%

63.6% (7) 51.4% (18)

無回答 6.5% (3) 4.2% (1) 9.5%

66.7% (2) 33.3% (4) 58.3% (7)- (-) 63.6% (7) 62.5% (5)

(-)

③ 経費削減・雇用調整・事業縮小など支出を削減する 54.3% (25) 58.3% (14) 52.4% (11) - (-)

(-) - (-) - (-) -(-) - (-) - (-) -(-) - (-) - (-) -

18.2% (2) 28.6% (10)

② 借り入れ以外の方法（社債の発行等）で対応する - (-) - (-) -

33.3% (1) 41.7% (5) 33.3% (4)- (-) 18.2% (2) - (-)

非製造業

① 現在取引がある金融機関以外から借り入れる 26.1% (12) 29.2% (7) 23.8% (5) - (-)

製造業 卸売業 小売業 サービス業 その他 製造業全体 1千万円以下
1千万円超

5千万円以下
5千万円超
1億円以下

1億円超
3億円以下
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表3．最近３ヵ月における借り入れについて

表3-（1） 借り入れ資金の使途について　（複数回答）

表3-（2） 借り入れの主な理由は昨秋以降の景気悪化によるものと考えるかについて　（単数回答）
※問3-（1）で①の回答者対象

表4．緊急保証制度の利用状況について　（単数回答）

(351)(104) 100.0% (89) 100.0% (167) 100.0%(167) 100.0% (131) 100.0% (27) 100.0%(299) 100.0% (69) 100.0% (11) 100.0%合　計 100.0% (518) 100.0% (139) 100.0%

(10)

全体 1千万円以下
1千万円超

5千万円以下
5千万円超
1億円以下

1億円超
3億円以下

製造業 卸売業 小売業 サービス業

(2) 2.2% (2) 3.0% (5) 2.8%(5) 4.6% (6) - (-) 1.9%(7) 2.9% (2) 9.1% (1) 3.0%

47.9% (80) 49.0% (172)

無回答 2.9% (15) 3.6% (5) 2.3%

37.0% (10) 50.0% (52) 51.7% (46)81.8% (9) 47.9% (80) 48.9% (64)

(52)

④ 当面利用する予定はない
　　（当面資金を借り入れる必要がない場合を含む）

48.6% (252) 41.0% (57) 46.8% (140) 66.7% (46)

(20) 10.1% (9) 10.8% (18) 14.8%(18) 11.5% (15) 29.6% (8) 19.2%(40) 7.2% (5) - (-) 10.8%

1.8% (3) 3.1% (11)

③ まだ申請していないが、利用を検討中である 13.5% (70) 18.0% (25) 13.4%

7.4% (2) 2.9% (3) 3.4% (3)- (-) 1.8% (3) 2.3% (3)

(106)

② 利用を申請中である 2.7% (14) 2.9% (4) 3.0% (9) 1.4% (1)

(27) 32.6% (29) 36.5% (61) 30.2%(61) 32.8% (43) 25.9% (7) 26.0%(103) 21.7% (15) 9.1% (1) 36.5%① 利用を申請し、保証が承諾されている 32.2% (167) 34.5% (48) 34.4%

100.0% (46)

製造業 非製造業その他

100.0% (92) 100.0% (167)100.0% (33)

(2)

100.0% (92) 100.0% (72) 100.0% (16)100.0% (157) 100.0% (31) 100.0% (5)

1.1% (1) 1.8% (3)

合　計 100.0% (259) 100.0% (66)

(-) 6.1%(1) - (-) 1.1% (1)

6.0% (10)

無回答 1.5% (4) - (-) 1.9% (3) -3.2%

4.3% (2) 3.0% (1) 8.7%

- (-) 2.2% (1)

20.0% (1) (8)8.7% (8) 9.7% (7) - (-)

(66)

③ わからない 6.9% (18) 10.6% (7) 5.7% (9) 3.2% (1)

(18) 39.4% (13) 41.3% (38) 39.5%(38) 38.9% (28) 43.8% (7) 39.1%(64) 58.1% (18) 20.0% (1) 41.3%

48.9% (45) 52.7% (88)

② いいえ 40.2% (104) 31.8% (21) 40.8%

56.3% (9) 54.3% (25) 51.5% (17)60.0% (3) 48.9% (45) 51.4% (37)

非製造業

① はい 51.4% (133) 57.6% (38) 51.6% (81) 35.5% (11)

製造業 卸売業 小売業 サービス業 その他 製造業

- (167) - (351)

全体 1千万円以下
1千万円超

5千万円以下
5千万円超
1億円以下

1億円超
3億円以下

- (27) - (104) - (89)- (11) - (167) - (131)

(13)

合　計 - (518) - (139) - (299) - (69)

(8) 3.4% (3) 6.6% (11) 3.7%(11) 0.8% (1) 3.7% (1) 7.7%(13) 1.4% (1) 9.1% (1) 6.6%

1.2% (2) 3.7% (13)

無回答 4.6% (24) 6.5% (9) 4.3%

3.7% (1) 2.9% (3) 2.2% (2)9.1% (1) 1.2% (2) 5.3% (7)

(155)

④ その他 2.9% (15) 3.6% (5) 2.3% (7) 2.9% (2)

(49) 56.2% (50) 35.9% (60) 44.2%(60) 36.6% (48) 29.6% (8) 47.1%(122) 44.9% (31) 27.3% (3) 35.9%③ 最近3ヵ月での新たな借り入れはない 41.5% (215) 42.4% (59) 40.8%

7.9% (7) 6.0% (10) 6.0% (21)5.3% (7) 7.4% (2) 4.8% (5)10.1% (7) 18.2% (2) 6.0% (10)

(92) 47.6% (167)

② 設備資金 6.0% (31) 5.8% (8) 4.7% (14)

小売業

(33) 55.1%55.0% (72) 59.3% (16) 44.2% (46)

全体 1千万円以下
1千万円超

5千万円以下
5千万円超
1億円以下

1億円超
3億円以下

製造業 卸売業

52.5% (157) 44.9% (31) 45.5% (5) 55.1% (92)

非製造業

① 運転資金 50.0% (259) 47.5% (66) 37.1%

その他 製造業サービス業
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表5．政府が提示した「返済猶予制度」について

表5-（1） 「返済猶予制度」の利用について　（単数回答）

表5-（2） 「返済猶予制度」に申請しない理由について　（3項目以内複数回答）
※問5-（1）が②の回答者対象

(-) - (-)- (-) (4)8.0% (2) 11.1% (2) 5.3% (2) 5.5%-5.3% (2)

(7)

⑥ その他 5.4% (6) 8.3% (3) 4.8% (3) - (-)

(2) 21.1%(8) 12.5% (3) -(3) -(4) 12.9% (8) 27.3% (8) 9.6%(-) 8.0% (2) 11.1%

47.4% (18) 24.7% (18)

⑤ 制度の趣旨に賛同できないため 13.5% (15) 11.1% (-) 21.1%

- (-) 32.0% (8) 11.1% (2)100.0% (2) 47.4% (18) 33.3% (8)

(73)

④ 制度活用のメリットが十分見えないため 32.4% (36) 25.0% (9) 33.9% (21) 36.4% (4)

(25) - (18) - (38) -(38) - (24) - (6) -(62) - (11) - (2) -

- (-) 4.1% (3)

合　計 - (111) - (36) -

- (-) - (-) 16.7% (3)- (-) - (-) - (-)

(20)

無回答 2.7% (3) - (-) 4.8% (3) - (-)

(3) 16.7% (3) 10.5% (4) 27.4%(4) 45.8% (11) 50.0% (3) 12.0%(17) 27.3% (3) - (-) 10.5%

13.2% (5) 24.7% (18)

③ 金融機関への申請書類など、手続きの煩雑さを懸念する
　　ため

21.6% (24) 11.1% (4) 27.4%

33.3% (2) 12.0% (3) 27.8% (5)- (-) 13.2% (5) 33.3% (8)

(54)

② 取引先からの評判が悪化することを懸念するため 20.7% (23) 13.9% (5) 25.8% (16) 18.2% (2)

(18) 61.1% (11) 65.8% (25) 74.0%(25) 79.2% (19) 100.0% (6) 72.0%(40) 81.8% (9) 50.0% (1) 65.8%

サービス業 その他 製造業 非製造業

① 新規融資・保証の条件・審査が厳しくなるなど、
　　金融機関や信用保証協会との関係悪化を懸念するため

71.2% (79) 80.6% (29) 64.5%

(351)

全体 1千万円以下
1千万円超

5千万円以下
5千万円超
1億円以下

1億円超
3億円以下

製造業 卸売業 小売業

(104) 100.0% (89) 100.0% (167) 100.0%(167) 100.0% (131) 100.0% (27) 100.0%(299) 100.0% (69) 100.0% (11) 100.0%

2.4% (4) 1.1% (4)

合　計 100.0% (518) 100.0% (139) 100.0%

- (-) 1.0% (1) 1.1% (1)9.1% (1) 2.4% (4) 1.5% (2)

(221)

無回答 1.5% (8) 1.4% (2) 1.7% (5) - (-)

(62) 64.0% (57) 58.1% (97) 63.0%(97) 67.2% (88) 51.9% (14) 59.6%(192) 79.7% (55) 72.7% (8) 58.1%

22.8% (38) 20.8% (73)

③ 特に利用する必要がない
　　（借り入れがない場合を含む）

61.4% (318) 45.3% (63) 64.2%

22.2% (6) 24.0% (25) 20.2% (18)18.2% (2) 22.8% (38) 18.3% (24)

(53)

② 利用したいが、申請しないと思う
　　（制度の対象外である場合を含む）

21.4% (111) 25.9% (36) 20.7% (62) 15.9% (11)

(16) 14.6% (13) 16.8% (28) 15.1%(28) 13.0% (17) 25.9% (7) 15.4%(40) 4.3% (3) - (-) 16.8%

サービス業 その他 製造業 非製造業

① 利用したいし、申請すると思う 15.6% (81) 27.3% (38) 13.4%

全体 1千万円以下
1千万円超

5千万円以下
5千万円超
1億円以下

1億円超
3億円以下

製造業 卸売業 小売業
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